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恒星のシンチレーションの変動率と大気の状況との関係

 

Relation between stellar scintillation variability and atmospheric

conditions
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　天体の見かけの光度変化であり、天体観測において大きな障壁となるシンチレーションの強度と湿度、温

度、風向き、高度との相関関係について研究を行った。実験の詳細については以下のとおりである。 

　3月30、31日、4月3日に本校の屋上にて天体観測を行った。撮影した天体の写真を5秒間で計50枚撮影

し、ステライメージ９の光度測定ツールで一枚ごとの光度のカウント値を測定し、その変動係数を求めること

で恒星の光度変動率を調べた。 

　その結果、星の高度と光度変動率には明らかな相関性が見られた。他の条件との関係は現在解析中である。
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